
����

１. はじめに

　2007（平成 19）年 10 月 1 日 02 時 21 分ごろ、神奈川

県西部の箱根町湯本付近の深さ 14km において M4.9（気

象庁）の地震が発生した（本多ほか，2008）。最大震度

は箱根町湯本で震度 5 強、近隣では小田原市荻窪で震度

5 弱、真鶴町真鶴では震度 4 であった。その他神奈川県

内では、震度 3 が 13 地点、震度２が 72 地点、震度 1 が

23 地点であった（図 1）。この地震に伴い、震度 5 強を

観測した湯本では屋根瓦が、震度５弱を観測した小田原

では窓ガラスの破損などの被害が生じた（横浜地方気象

台，2007）。

ここでは、体感震度や建物被害の有無や程度につい

ての状況把握のために、無記名式アンケート調査を実施

したので、報告する。

２．アンケート内容

　アンケート調査は当所の研究成果発表会（2008（平成

20）年 6 月 7 日）ならびに箱根町役場における講演会（同

年 6 月 5 日）で実施した。これらのアンケート調査を実

施するにあたっては、地震発生後約 9 ヶ月経過している

ことから、著者が 10 月 1 日の活動状況を事前に説明を

おこなった。アンケートの質問項目は①体感の有無、②

体感震度、③家屋被害の有無である。

　

３．アンケート回答に対するまとめ

総回答者数は 81名で、有効な回答数は 78名であった。

本報告では、相模川を境として県内を東西に分割した名

称「相模川東部域」と「相模川西部域」を用いて説明する。

（1）体感の有無について

感じたと答えた方は 81 名中 54 名で、神奈川県内 51

名県外 3 名であった。神奈川県内に限れば、70 名中 51

名（約 73％）の方が地震を体感していた（表 1）。多く

の方が深夜の就寝時間帯であったにも関わらず地震を感

じていることがわかった。

（2）体感した震度

神奈川県内での体感震度は 1 ～ 5 弱という結果であ

った。震源から遠い相模川東部域では体感震度が 1 ～ 2

の範囲に収まっているのに対し、震源に近い相模川西部

域では体感震度が 1 ～ 5 弱で、東部域と比べると体感の

幅が大きかった（図 2）。

（3）家屋被害の有無

震源直上の震度 5 強や 5 弱を観測した地点周辺では、

屋根瓦やガラスの破損などの被害が生じていたことがわ

かっている（横浜地方気象台，2007）。しかし、アンケ

ートでは、蛍光灯カバーや図書の落下が記されている程

度であった（体感震度は 5 弱と 4）。

４．1990（平成２）年８月５日（Ｍ 5.3）の地震発生時

の推定震度分布との比較

　本報告の地震の発生場所とほとんど同じところで

1990（平成 2）年 8 月 5 日にマグニチュード 5.3（気象

庁）の地震が深さ 14km 発生している。その当時、気象

庁は計測震度計による測定を開始していなかったため、

神奈川県内の震度は横浜市にある横浜地方気象台のデー

タしかなかった（図 3（a））。そこで、棚田・伊東（1991）

は簡易震度計の最大加速度データ値と簡易震度値を所有

していた公共機関や民間企業から収集した。この収集結

果をもとに推定震度分布図を作成し、震源直上にあたる

足柄平野では、推定震度が 4 ～ 5 に及ぶことを明らかに
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図１　2007（平成 19）年 10 月１日に発生した地震の気

象庁発表による震度分布。

　　　(a) 神奈川県および東京都、静岡県、山梨県、(b)

神奈川県内、(c) 震央域周辺

図２　2007（平成 19）年 10 月１日のアンケート調査に

よる体感震度分布

        (a) 神奈川県内、(b) 震央域周辺、×印は無感と回

答した地点を示す。
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した（図 3（b）と（c））。なお、1990（平成 2）年当時は、

地震波形の周期は考慮せず、最大加速度値からのみ震度

を決定する簡易な方法が主流であったことから、棚田・

伊東（1991）は推定震度という表現を用いている。この

1990（平成 2）年の地震発生時には人的な被害は無かっ

たが、震央付近の箱根町湯本でガラスの破損が数枚、小

田原市板橋では瓦のずれ、湯河原では室内テレビの落下

があったことも記載している。

　本来ならば、計測技術方法や地震計設置条件の違いが

あることから、最大加速度値から求めた推定震度と現在

の計測震度の値を直接比較することはできない。そこで、

防災科学技術研究所の強震観測網（K-NET,KiK-net）が

公表している 2007（平成 19）年のＭ 4.9 の地震時に観

測された加速度計の 3 成分を合成した値をもとに、棚田・

伊東（1991）と同じ方式で推定震度を求めた（図 4）。

　1990（平成 2）年と 2007（平成 19）年の調査結果を

比較検討したことを以下に記しておく。（1）震央域直上

では、両地震とも推定震度 5（強や弱）の強い揺れとな

り、軽微な被害が生じた。（2）両地震とも足柄平野北部

及び静岡県伊東市付近まで推定震度 4 や 5 が広がってい

図３　1990（平成２）年８月５日の震度分布（気象庁）と推定震度分布

　　　(a) 神奈川県および東京都、静岡県、山梨県における震度分布（気象庁）、(b) ～ (d) 棚田・伊東（1991）による

推定震度
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る。（3）1990（平成 2）年の地震時には、震源域から離

れた静岡県中部や厚木市でも推定震度が 4 であった。し

かし、2007（平成 19）年の同地域では震度 3 や 2 の軽

い揺れであった。
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図４　防災科学技術研究所の強震観測網データを用いた

2007（平成 19）年 10 月１日の推定震度分布

表１　2007（平成 19）年 10 月１日のアンケート調査の

　　　集計結果
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